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日本労働組合総連合会宮城県連合会 会長　　大　黒　雅　弘

連合宮城2024 「新年のご挨拶」

　新しい年を迎えるにあたり、謹んでご挨拶を申し上げます。連合宮城に集う多

くの組合員とそのご家族の皆様におかれましては、つつがなく新しい年をお迎え

のこととお慶び申し上げます

　人生100年時代…、技術革新に向けた人材育成、少子高齢化など労働市場で

は、さらに人手不足が深刻化していきます。今後は、多様な働き方の実現に向け

た柔軟な働き方や、ワーク・ライフ・バランス等の働き方の見直しが加速化していきます。また、国際的に

不安定な経済・政治情勢や欧米諸国と日本との金融政策の違いによる影響など、日本経済の先行きは

依然不透明であります。

　社会経済が分岐点にさしかかっている今こそ、賃上げの流れをさらに確かなものとし、経済の成長と

分配の正の連鎖（好循環）につなげなければなりません。同時に、困難な状況に置かれている人々をは

じめ、将来へ希望を描ける政策・制度を実現していく必要があります。

　そのためには、雇用の維持と創出、労働条件の向上、社会的セーフティネットの充実、ジェンダー平

等、宮城における産業政策や地域活動への組合員の参画など組織として総力を発揮するため、一人

ひとりの強みが活かされ、弱みを補い合い、同じゴールに向かうことで組織の成果は必ず高まっていく

と思います。

　結びに、人は“言葉”により感動し、勇気づけられたり励まされたり、そして誰かの言葉に影響を受け、

それが人生の“道しるべ”となることや、人と人とを繋ぐ大切なコミュニケーションツールとなります。言葉

を通し、行動を通し、運動を継承・発展させていくとともに、労働組合が持つ社会的価値を広く訴え、理解

と共感を得ながら、働く者に寄り添う連合としての挑戦をし続けて参ります。

　本年も一層のご支援を賜りますとともに、皆様のご健勝ご活躍を祈念

申し上げます。



　謹んで新春のお慶びを申し上げますとともに、日頃より連合運動へのご理解とご支援をい

ただき心より御礼申し上げます。

　多くの方々の支えにより４年あまり続いたコロナ禍を経て、５類感染症に移行して初めての新年を迎えました。その

一方で、物価高による生活苦を感じる方々が大勢おられます。持続的な賃上げが可能となるよう経済社会のステージ転

換を図るため、サプライチェーンにおける労務費を含む価格転嫁の実現を強く訴えて参ります。

　また、世界を見ると「平和なくして労働運動なし」との信念が今もなお脅かされる脆さもあることを痛感しています。同

じ空の下、戦火に不安を抱えながら命をつないでいる仲間の安全を祈り、改めてその想いを強くしたいと思います。

　ジェンダー平等や社会的な対話の促進は、あらゆる連合運動の基盤となる取り組みです。これまでの取り組みを踏まえ

ながら、連合ビジョン「働くことを軸とする安心社会－まもる・つなぐ・創り出す－」に加え、「はたらくのそばで、ともに歩

む」のキャッチコピーとともに、皆さまのご期待に沿えるよう、スピード感を持ち、ジブンゴトとして課題に取り組みます。

　本年も皆さまにとって実り多い一年となりますことを祈念いたします。

2024 年１月 1日 連合宮城　No.283

連合宮城 「2024 春季生活闘争討論集会」 開催 !!

2024年１月23日（火）18時開会 場所：ハーネル仙台  ２階「松島」

2024春闘スローガン
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20222022年  新年のご挨拶

宮城県に対する要請行動

2024年  新年のご挨拶

　2023年11月21日（火）15時より、宮城県行政庁舎におい

て、政策四部会で取りまとめを行った政策内容について、要請

行動を実施した。

　初めに要請書の手交を行い、大黒会長から「宮城県におい

て、モノづくり産業の誘致や就職促進、観光関連事業における

振興策の実施など、県民生活の維持・向上の取り組みに感謝

する。一方で、物価上昇の影響で県民は不安を抱え生活してお

り、人口減少や人手不足も深刻な状況だ。このような状況でも

働く者が活躍できる環境を整備することで、産業が成長・発展

し、働く者・生活の安定につながる。また、5月に価格転嫁の円滑化に向け協定書も締結した。関係機関と連携を図り持

続的成長に向けた対応をお願いする」との挨拶とあわせ、働く者・生活者の視点で要請内容の６項目についてポイント

を説明した。

　その後、池田副知事より「昨今の経済状況は、コロナ禍の制限も緩和さ

れ、個人消費を中心に徐々に回復が見込まれる。一方で、各分野での人

手不足も深刻化しており、デジタル化の推進と合わせて生産性の向上を

図り、労働者の皆様が安心して働く環境をつくることが重要と認識する。

また、物価高・エネルギー高に苦しんでいる方がいることから、切れ目の

ない対応を進めていきたい。いただいた要請内容についてはしっかり受

け止め回答を示したい」と挨拶があった。

　なお、要請に対する回答については、後日書面にて返答される。

みんなで賃上げ。ステージを変えよう！

連合宮城『政策制度要請行動（宮城県）』の実施連合宮城『政策制度要請行動（宮城県）』の実施連合宮城『政策制度要請行動（宮城県）』の実施

①「東日本大震災」を含む自然災害からの着実な
復興・再生、今後の減災・防災対策の充実・強化

②経済と雇用政策の推進ならびに地場産業・中小
企業の持続的成長・発展に向けた政策強化

③すべての世代が安心して暮らせる社会の実現
④地域における医療・福祉政策
⑤環境・エネルギー対策
⑥公共交通・運輸政策
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